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火
災
報
知
設
備
・
消
火
設
備
・
テ
レ
ビ
共
聴
設
備 

　
　
防
犯
設
備
、
製
造
、
販
売
、
施
工
、
保
守 

北
関
東
支
社
　
さ
い
た
ま
市
北
区
奈
良
町
四
八
―
三 

T
E
L
　
〇
四
八
―
六
六
五
―
二
〇
五
七 

音
響
・
映
像
・
情
報
・
通
信
シ
ス
テ
ム
の
企
画 

設
計
・
施
工
・
販
売
・
保
守 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
北
区
土
呂
町
一
四
三
九
番
地
一 

T
E
L
〇
四
八
―
六
六
七
―
八
八
八
三 

F
A
X
〇
四
八
―
六
五
二
―
六
七
〇
一 

株
式
会
社 

　
ユ
ウ
・
エ
イ
ヴ
ィ
シ
ス
テ
ム 
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���

平
成
２７
年
度
の
大
学
入
試
結

果
が
出
そ
ろ
い
、
国
公
立
で

は
、
筑
波
大
学
、
埼
玉
大
学
な

ど
１５
大
学
、
私
立
大
学
で
は
、

早
稲
田
大
学
、
上
智
大
学
、
東

京
理
科
大
学
、
明
治
大
学
な
ど

を
は
じ
め
と
し
、
１
０
０
以
上

の
大
学
合
格
結
果
と
な
っ
た
。

今
年
度
は
、
特
類
選
抜
、
特

類
全
生
徒
と
Ⅱ
類
・
Ⅰ
類
の
希

望
者
が
受
講
す
る
放
課
後
演
習

の
他
に
、
２
学
期
末
か
ら
は
大

学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
と
同
じ

形
式
の
問
題
を
繰
り
返
し
勉
強

し
た
。
ま
た
冬
休
み
に
は
セ
ン

タ
ー
試
験
直
前
に
一
般
入
試
受

験
の
生
徒
を
対
象
と
し
た
�
セ

ン
タ
ー
合
宿
�
も
行
っ
た
。

休
み
を
返
上
し
た
こ
と
か
ら

多
く
の
生
徒
が
希
望
を
叶
え
る

合
格
を
果
た
す
結
果
が
得
ら
れ

た
。大

学
別
合
格
者
数

国
公
立
大
学

▽
筑
波
大
学
１

▽
埼
玉
大
学

２

▽
茨
城
大
学
２

▽
秋
田

大
学
１

▽
埼
玉
県
立
大
学
３

▽
前
橋
工
科
大
学
２

▽
群
馬

県
立
女
子
大
学
２

▽
会
津
大

学
１

▽
水
産
大
学
校
１

私
立
大
学

▽
早
稲
田
大
学
３

▽
上
智
大

学
１

▽
東
京
理
科
大
学
６

▽
明
治
大
学
１３

▽
青
山
学
院

大
学
３

▽
立
教
大
学
６

▽

中
央
大
学
７

▽
法
政
大
学
１２

▽
学
習
院
大
学
２

▽
國
學
院

大
學
１２

▽
成
城
大
学
１

▽

成
蹊
大
学
３

▽
明
治
学
院
大

学
１

▽
武
蔵
大
学
１１

▽
同

志
社
大
学
１

▽
芝
浦
工
業
大

学
９

▽
東
京
薬
科
大
学
１

▽
明
治
薬
科
大
学
２

▽
東
京

農
業
大
学
６

▽
北
里
大
学
２

▽
東
邦
大
学
６

▽
獨
協
大
学

５

▽
東
京
女
子
大
学
４

▽

日
本
女
子
大
学
５

▽
学
習
院

女
子
大
学
１

▽
女
子
栄
養
大

学
１

▽
日
本
大
学
７４

▽
東

洋
大
学
５２

▽
駒
澤
大
学
１０

▽
専
修
大
学
９

▽
近
畿
大
学

３

▽
文
教
大
学
２

▽
神
奈

川
大
学
７

▽
東
京
経
済
大
学

１１

▽
二
松
学
舎
大
学
１

▽

玉
川
大
学
６

▽
創
価
大
学
１

▽
東
京
都
市
大
学
１

▽
東
京

電
機
大
学
１７

▽
東
京
工
科
大

学
２０

▽
千
葉
工
業
大
学
５

▽
工
学
院
大
学
５

▽
日
本
獣

医
生
命
科
学
大
学
１

▽
白
百

合
女
子
大
学
２

▽
昭
和
女
子

大
学
１２

▽
東
京
家
政
大
学
２

▽
大
妻
女
子
大
学
４

▽
大
東

文
化
大
学
５３

▽
東
海
大
学
２０

▽
亜
細
亜
大
学
１３

▽
拓
殖
大

学
１１

▽
桜
美
林
大
学
１

▽

帝
京
大
学
３８

▽
国
士
舘
大
学

２７

▽
跡
見
学
園
女
子
大
学
４

▽
平
成
国
際
大
学
５

▽
そ
の

他
の
大
学

短
期
大
学
１０

第
１３
回
卒
業
証
書
授
与
式
が

３
月
８
日
、
来
賓
や
保
護
者
５

３
５
名
を
迎
え
、
記
念
館
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
。

式
で
は
、
卒
業
生
４
１
４
名

が
、
堂
々
と
呼
名
に
応
え
る
姿

や
、
国
歌
、
校
歌
、
仰
げ
ば
尊

し
の
斉
唱
も
堂
々
と
し
た
姿
を

見
せ
て
い
た
。

山
本
末
一
校
長
は
、
式
辞
で

ア
メ
リ
カ
の
政
治
家
・
物
理
学

者
で
あ
る
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ

ラ
ン
ク
リ
ン
に
つ
い
て
語
り
、

�
彼
の
功
績
と
生
き
方
は
建
学

の
精
神
�
人
間
是
宝
�
や
校
訓

�
今
日
学
べ
�
に
通
じ
る
も
の

が
あ
る
。
卒
業
は
巣
立
つ
と
同

時
に
始
ま
り
の
時
。
胸
を
は

り
、
背
筋
を
伸
ば
し
、
力
強
く

前
へ
進
み
、
夢
を
実
現
さ
せ
て

く
だ
さ
い
�
と
祝
福
し
た
。

在
校
生
代
表
と
し
て
送
辞
を

読
ん
だ
阿
部
亮
平
君
は
、
２
年

間
分
の
思
い
出
や
卒
業
生
に
対

す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
た

後
、
�
私
た
ち
は
、
先
輩
方
が

築
き
上
げ
て
き
た
素
晴
ら
し
い

伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
先
輩
方
か

ら
学
ん
だ
強
い
精
神
力
と
思
い

や
り
の
心
で
、
こ
の
栄
北
高
等

学
校
を
よ
り
発
展
さ
せ
て
い
く

こ
と
を
約
束
し
ま
す
�
と
、
力

強
く
語
っ
た
。

卒
業
生
代
表
と
し
て
答
辞
を

読
ん
だ
高
橋
黎
君
は
、
３
年
間

を
振
り
返
っ
た
後
、
�
こ
の
学

校
で
出
会
っ
た
、
喜
び
、
思
い

出
、
友
人
、
全
て
が
私
た
ち
の

一
生
の
宝
で
す
。
私
た
ち
は
、

栄
北
高
等
学
校
で
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。
こ
の

３
年
間
で
学
ん
だ
こ
と
を
今
後

の
人
生
に
活
か
し
、
社
会
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
�と
、涙
な
が
ら
に
語
っ
た
。

退
場
の
場
面
で
は
、
ク
ラ
ス

ご
と
に
声
を
そ
ろ
え
�
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
�
と
、
３

年
間
の
感
謝
の
気
持
ち
を
述

べ
、
担
任
を
先
頭
に
保
護
者
の

間
を
抜
け
、会
場
を
後
に
し
た
。

式
後
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

で
保
護
者
主
催
の
謝
恩
会
が
開

か
れ
た
。
各
テ
ー
ブ
ル
と
も
、

生
徒
の
３
年
間
の
成
長
を
語
り

あ
っ
て
い
た
。

各
賞
の
受
賞
は
次
の
通
り
。

校
長
賞

普
１
組

浦
上

陸

理
事
長
賞

普
２
組

原

夢
花

佐
藤
栄
太
郎
賞

普
２
組

坂
田

美
紅

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合

会
会
長
賞

普
５
組

橘
定

愛
月

埼
玉
県
私
立
中
学
高
等
学
校
協

会
会
長
賞
（
各
類
型
１
名
）

総
代

普
８
組

荒
井

雄
希

埼
玉
県
体
育
協
会
会
長
賞

普
７
組

池
西

拓
海

普
７
組

千
葉

朔
海

産
業
教
育
振
興
中
央
会
会
長
賞

自
１
組

古
瀬

智
広

埼
玉
県
産
業
教
育
振
興
会
会
長
賞

普
１
組

野
口

涼
司

埼
玉
県
自
動
車
整
備
振
興
会
会

長
賞

自
１
組

南
屋

太
郎

努
力
賞
（
各
組
１
名
）

総
代

普
３
組

吉
田

昂
生

皆
勤
賞
（
１
１
５
名
）

総
代

普
１０
組

天
野

愛
理

部
活
動
功
労
賞
（
３３
名
）

奨
励
賞
（
１０
名
）

努
力
賞
（
２
０
０
名
）

総
代

普
７
組

賀
川

泉
美

１
・
２
年
生
の
保
護
者
を
対

象
と
し
た
進
学
講
演
会
が
３
月

２０
日
、
記
念
館
で
行
わ
れ
た
。

講
演
は
、
大
学
新
聞
社
か
ら

河
村
治
氏
を
講
師
に
招
き
�
進

路
実
現
の
た
め
に
今
か
ら
や
る

べ
き
こ
と
�
の
演
題
で
進
め
ら

れ
た
。

始
め
に
、
昨
年
３
月
に
大
学

を
卒
業
し
た
学
生
の
就
職
状
況

と
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
厳
し
い

現
実
に
つ
い
て
の
話
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
就
職
後
３
年
間
で

辞
め
て
い
く
人
の
多
さ
に
つ
い

て
も
説
明
が
さ
れ
た
。
そ
の
上

で
、
大
学
入
試
を
取
り
巻
く
環

境
や
受
験
か
ら
卒
業
ま
で
に
か

か
る
お
お
よ
そ
の
費
用
、
奨
学

金
に
関
す
る
解
説
が
続
い
た
。

最
後
に
、
志
望
大
学
へ
の
進
路

を
決
定
す
る
の
は
、
家
庭
学
習

の
時
間
を
ど
れ
だ
け
確
保
で
き

る
か
と
い
う
話
も
あ
っ
た
。
有

名
大
学
へ
の
進
学
を
決
め
た
受

験
生
の
多
く
は
、
翌
日
の
授
業

の
た
め
に
、
深
夜
ま
で
起
き
て

は
い
な
い
こ
と
に
言
及
。

ま
た
、
相
手
の
都
合
に
拘
わ

ら
ず
送
ら
れ
て
く
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
、
携
帯
電
話
の
使
い
方
な

ど
、
親
子
や
友
人
と
話
し
合

い
、
ル
ー
ル
を
持
つ
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
説
い
た
。

５０
分
と
い
う
講
演
時
間
だ
っ

た
が
、
参
加
し
た
保
護
者
た
ち

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

終
了
後
に
は
�
我
が
子
の
大
学

進
学
に
向
け
て
、
非
常
に
た
め

に
な
る
話
が
聞
け
て
良
か
っ

た
�
�
家
庭
学
習
の
重
要
性
を

改
め
て
認
識
し
た
�
と
い
っ
た

声
も
聞
か
れ
た
。

エ
ア
・
ラ
イ
フ
ル
部
が
３
月

８
日
、
大
阪
で
開
催
さ
れ
た

�
全
日
本
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技

選
手
権
大
会
�
に
出
場
し
、
千

葉
朔
海
（
普
３
―
８
）
が
日
本

記
録
の
４
１
７
・
９
点
を
撃

ち
、
優
勝
を
収
め
た
。

高
校
生
で
の
日
本
一
は
快
挙

で
あ
り
、
３
年
間
厳
し
い
練
習

に
励
み
、
技
術
や
精
神
力
を
磨

い
た
成
果
だ
。
今
後
は

ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の

一
員
と
し
て
、オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
目
指
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
活

躍
が
県
か
ら
認
め
ら

れ
、
２
月
１４
日
と
３
月

１４
日
の
両
日
、
�
彩
の

国
プ
ラ
チ
ナ
キ
ッ
ズ
体

験
教
室
�
を
開
催
し

た
。
プ
ラ
チ
ナ
キ
ッ
ズ

と
は
、
�
将
来
、
ス
ポ

ー
ツ
で
活
躍
で
き
る
選
手
を
発

掘
・
育
成
す
る
�
埼
玉
県
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
そ
の
対
象
に

選
ば
れ
た
約
３５
人
の
小
学
生

が
、エ
ア
・
ラ
イ
フ
ル
部
の
部
員

と
一
緒
に
射
撃
を
経
験
し
、
ラ

イ
フ
ル
射
撃
競
技
の
楽
し
さ
を

体
感
し
た
。
ま
た
、
日
本
一
の

千
葉
の
射
撃
も
間
近
で
見
学
し

た
。

東
日
本
大
震
災
４
年
目
と
な

る
３
月
１１
日
、
６
時
間
目
を
使

っ
て
命
と
時
間
の
大
切
さ
を
伝

え
る
講
演
会
を
全
校
生
徒
を
対

象
に
開
い
た
。

地
震
発
生
時
刻
に
合
わ
せ
て

黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
ラ
イ
フ
ル

部
顧
問
の
松
田
信
義
教
諭
が
講

演
を
行
っ
た
。
先
生
は
、
東
日

本
大
震
災
当
日
、
宮
城
県
石
巻

市
で
の
大
会
を
終
え
、
５
名
の

生
徒
を
乗
せ
市
内
を
自
動
車
で

走
行
中
、
地
震
に
遭
っ
た
。
そ

の
時
の
状
況
を
話
し
、
津
波
が

迫
る
中
、
空
い
て
い
た
反
対
車

線
に
ハ
ン
ド
ル
を
切
り
橋
を
越

え
た
こ
と
や
、
四
方
か
ら
迫
り

来
る
水
の
中
、
近
く
に
あ
っ
た

高
い
建
物
の
パ
チ
ン
コ
店
の
立

体
駐
車
場
へ
逃
げ
た
。
ま
た
避

難
す
る
場
所
を
探
し
て
い
た
１

５
４
名
を
誘
導
し
た
こ
と
な
ど

の
実
体
験
を
話
し
、
生
徒
た
ち

は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
聞
き
入

っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
一
階
部

分
ま
で
水
に
浸
か
っ
た
駐
車
場

で
現
地
の
人
々
と
過
ご
し
た
経

験
や
避
難
所
に
移
動
し
て
か
ら

の
経
験
を
語
っ
た
。
自
衛
隊
に

よ
っ
て
先
に
避
難
所
へ
向
か
っ

た
生
徒
た
ち
は
、
そ
の
時
で
き

る
こ
と
を
自
ら
考
え
、
自
主
的

に
避
難
所
の
手
伝
い
を
し
て
い

た
こ
と
な
ど
を
話
し
、
生
徒
の

行
動
力
を
嬉
し
く
思
う
と
同
時

に
、
帰
る
場
所
が
あ
る
と
い
う

こ
と
が
気
持
ち
の
余
裕
と
な

り
、
同
じ
状
況
下
で
も
現
地
の

人
達
を
優
先
す
る
積
極
的
な
行

動
に
つ
な
が
っ
た
と
感
じ
た
。

ま
た
、
こ
の
時
の
経
験
を
と
お

し
て
�
今
、
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
や
る
�
と
い
う

考
え
を
強
く
し
た
と
語
っ
た
。

入
学
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
３
月
２１
日
、
入
学
予
定
の
２

６
１
名
の
新
入
生
を
対
象
に
行

わ
れ
た
。

入
学
予
定
者
は
、
午
前
中
に

ク
ラ
ス
編
成
の
た
め
の
国
語
・

英
語
・
数
学
の
試
験
に
取
り
組

ん
だ
後
、
食
堂
で
ハ
ン
バ
ー
グ

カ
レ
ー
の
昼
食
を
と
り
な
が

ら
、
同
期
生
と
な
る
仲
間
と
談

笑
す
る
姿
も
見
ら
れ
た
。

午
後
は
、
記
念
館
ホ
ー
ル
で

保
護
者
と
合
流
し
、
入
学
後
の

生
活
に
つ
い
て
の
説
明
会
が
行

わ
れ
た
（
写
真
）
。
山
本
末
一

校
長
か
ら
は
、
�
今
日
学
べ
�

の
実
践
な
ど
本
校
の

教
育
方
針
に
つ
い
て

の
具
体
的
説
明
が
あ

り
、
勉
強
を
継
続
す

る
こ
と
の
大
切
さ
や

入
学
に
あ
た
っ
て
目

標
を
も
っ
て
ほ
し
い

と
の
話
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
授
業
や
進

学
指
導
な
ど
学
校
生

活
に
つ
い
て
、
家
庭

と
の
連
絡
の
た
め
の

ス
カ
イ
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
説
明
も
行
わ
れ

た
。

〒３６２―０８０６

北足立郡伊奈町

小室１１２３番地

０４８（７２３）７７１１

今やらなければならない
ことをやる！

今やらなければならない
ことをやる！

～命と時間の大切さを伝える～～命と時間の大切さを伝える～

第１３回 卒業式
４１４人

夢に向かって羽ばたけ！

エ
ア
・
ラ
イ
フ
ル
部
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普通科総代で卒業証書をうけとる普３－１浦上 陸くん

日本記録を出して見事日本一に輝いた千葉

担任の先生方へ花束贈呈

入
学
式
を
前
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

入
学
式
を
前
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

進路実現について熱い講演がなされた

家庭学習の重要性を
再確認

家庭学習の重要性を
再確認

第
１３
期
生

進
路
報
告

合
格
お
め
で
と
う

平成２７年（２０１５年）４月１０日さ と え 学 園 新 聞（学校法人 佐藤栄学園）第５２６号（月刊）（７）


